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論文内容の要旨
【目的】
近年オゾンホールの拡大とともに日光紫外線の増強に伴う皮膚がんの増加が心配され，その発生について実態を把
握することの重要性が指摘されている。しかし，一定の地域における皮膚がんの症例を集積した研究は，世界的にみ
ても非常に少なしユ。大阪府においては，地域がん登録が永年の歴史を持っており，各種のがんを収集，分析している
が，皮膚がんに関しては，悪性黒色腫 (MM) ，およびそれ以外の皮膚がんの 2 分類でしかまとめられていず，他のが
んと比べて詳細には調べられていないのが現状である。
皮膚がんを採録する際の難しさは，羅患率の低さに加え，たいていの皮膚がんは致命率が低く，手術のみで治癒し
うる例が多いことにより，がん登録に対する医療機関からの届け出がなされにくいことによる。そこで，地域内の各
症例をより綿密な方法で採録，分析することにより，大阪府下の皮膚がんの発生状況，患者の受診傾向，日光紫外線
の影響，各医療機関の行う治療とがん登録に対する態度，届け出の精度などの実態を明らかにすることを目的として
以下の研究を行った。
【方法ならびに成績】
大阪府下の皮膚科および形成外科の診療を行っている医療機関35施設に対し訪問調査または依頼調査を行い，院内
の病理記録から 1981"-'1990年に病理組織学的検査を受け，基底細胞上皮腫 (BCC) ，有林細胞がん (SCC) あるいは MM
と診断された症例のうち大阪府下に在住する例を抽出した。
各症例についで性，年齢，初発から診断までの期間，初診時の大きさ，発生部位，治療，予後，がん登録への届け
出の有無をそれぞれ調査した。全症例449例のうち， BCC は239例， SCC は 174例， MM は36例であり，その詳細は以
下の通りである。
(1) 初発から診断までの期間は， BCC が SCC より長い。初診時腫療の大きさは MM， SCC, BCC の順であった。
発生部位別では， BCC の約60%が顔面に， SCC は約50%が顔面に， MM は足底に30%がみられた。また，調査対象
期間の前半と後半において，露光部発生例の割合に有意な変化はみられなかった。
(2) 治療は， BCC および SCC のほとんどが手術単独で治療され， MM は手術と化学療法の併用療法が約60% に行わ
れていた。
(3) 大阪府下地域別頻度について BCC および SCC は，北部で高く，南部で低かった。この地域差については，各医
療機関の特性，患者の受診傾向を含めてさらに検討する必要がある。
(4) 大阪府がん登録事業の存在は各医療機関に普及していた。しかし， BCC はわずか 3 割， SCC および MM は約半
数しか届け出されていなかった。
【総括1
1 )大阪府下における皮膚がんの発生状況を，地域がん登録の手法を用いて調査し，主要な皮膚悪性腫療につき実
態を，明らかにすることができた。
2 )大阪府がん登録事業に対する皮膚がんの届け出率は低い。今後，より精度を高めるためのシステムを確立させ，
経時的に発生状況を把握していくことが必要である。
論文審査の結果の要旨
皮膚がんに関する疫学的研究は，稀である。紫外線による皮膚がん発生への影響が社会的にも関心を集めており，
その発生状況を明らかにすることは，重要な問題である。本研究は，記述疫学として有用とされている地域がん登録
の手法に基づいて，さらに綿密な調査を行い，大阪府下の皮膚科関連医療機関から基底細胞上皮腫 (BCC) ，有赫細胞
がん (SCC) ，悪性黒色腫 (MM) の449症例を集録して，それらを詳細に分析したものである。
皮膚がん症例の，大阪府がん登録事業に対する届け出率は低く，より確実な集録の必要性が明らかとなった。各皮
膚がんの発生に関する臨床的項目は，他の統計とほぼ一致していた。発生部位の割合の変化による日光紫外線増強の
影響は，未だみられなかった。本研究は，大阪府下における皮膚がん発生の実態と，紫外線の影響を解明する上で地
域がん登録が担う役割と問題点を示しており，将来の比較対照において貴重な資料となりえるもので，学位に値する
と考える。
